
発注方式
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在庫量のコントロール

アイテム

発注時期、発注間隔

発注量
安全在庫、サービス率

何を

何時

どれだけ
（余裕）

発注
間隔

発注量
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発注方式の分類

定量 不定量

定
期

不
定
期

発注量

発
注
間
隔

定量 不定量

定
期

不
定
期

発注量

発
注
間
隔

PULL式・PUSH式

サービス率の考慮有・無

定量・不定量

定期・不定期

独立需要・従属需要
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紹介する発注方式の一覧

①定期定量法
②定期発注法
③二棚法
④発注点法
⑤補充点法
⑥サービス点法
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①定期定量法

方式

需要

発注量

定期・定量 方式

年間の販売数量を予測でき、かつ、年間を通じ
て需要変動が少なく、安定していることが前提
となる。

経済発注量（EOQ）
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発注間隔の決定

年間発注回数 ＝
年間需要量

経済発注量

発注間隔 ＝
年間活動日数

年間発注回数
＝

年間活動日数×経済発注量

年間需要量
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在庫量の推移

在
庫
量

期間
LT

O：定期、Q：定量

発注

安全在庫

発注間隔

発注量
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②定期発注法

方式

発注量

発注
間隔

定期・不定量 方式
需要変動に対し、発注量を調整することにより、
対応する方式

次回発注して納品されるまでに必要な在庫量か
ら有効在庫量を引いた不足している在庫量

発注量がほぼ経済発注量となるように、期間を
定める。
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発注量の算出方法

σμ ⋅+⋅+⋅+= OLTkOLTQ )(

次回発注して納品されるまでに必要な在庫量

需要予測！
（μ,σ）

需要予測！
（μ,σ）

－ 有効在庫

調達期間 発注間隔 安全係数

標準偏差平均需要

問
需要のバラツキ（標準偏差）の
予測は、どのように行うのか？



10

定期発注法の特徴

発注量を調整することにより、需要変動に
対応している。

適切に、需要の平均値と標準偏差を更新す
ることにより、ある程度の需要の変動に対
応できる。

需要が増大した場合は、一度に大量の在庫
を保有しなければならないため、保管費の
増大や保管場所の不足が生じる。
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③二棚法（２ビン法）

方式

発注量

不定期・定量 方式
需要変動に対し、発注間隔を調整することによ
り、対応する方式

経済発注量*
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二棚法の特徴

発注のタイミングが容易に判断できる。

発注間隔を調整することにより、需要変動
に対応している。

需要が減少した場合は、無駄な在庫を多く
抱えることになる。

また、需要が増大し調達期間中の需要量が
予備の棚の保有する在庫量以上になった場
合は、需要変動に対応できなくなる。
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④発注点法（定量発注法）

方式

発注量

不定期・定量 方式
需要変動に対し、発注間隔を調整することによ
り、対応する方式
在庫量が一定水準（発注点）まで減ってきたら
一定量発注する。

経済発注量

発注点

発注 調達期間

発注量
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発注点の計算

調達期間中の需要量の平均

σμ ⋅⋅+⋅= LTkLTs発注点：

安全在庫

需要量の平均値 需要量の標準偏差安全係数調達期間
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発注点法の特徴

発注間隔を調整することにより、需要変動
に対応している。

同様の発注方式である二棚法よりも在庫量
を削減できる。

傾向型需要や季節変動型需要の商品では、
発注量や発注点の改定計算を行う必要があ
る。
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発注点を求めてみよう！

下記の実績を持つ商品に対して、発注点法を採用したい。
発注点を計算せよ。
ただし、サービス率を96%、1ヶ月を30日とする。

需要
平均：260.6(個/月)
標準偏差：84.125

商品
単価：5000円
年間保管費率：0.24

発注費：4000円/回
調達期間：7日
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計算結果は？

①安全係数を求める。

②調達期間の単位を需要の期間に合わせる。

③発注点を求める。
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もっと理解を深めよう！

発注点法を用いた場合の手持在庫量の変動を図示しなさい。
なお、図中に下記の用語及び重要な数値を書き入れること。
なお、0期に最初の発注を行うとする。

用語：
発注点、安全在庫量、調達期間、発注量、発注間隔

設定：
発注量 ：16個/回
需要 ：4個/日（変動しないとして作図すること。）
調達期間：2日
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手持在庫量の場合の作図結果は？
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有効在庫量の場合の作図結果は？
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手持在庫量と有効在庫量の比較

0

4

8

12

16

20

24

-4 0 4 8 12

期日(日)

在
庫
量
(個

)

有効在庫量

手持在庫量



22

二棚法と発注点法の比較
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在庫量の推移と経済発注量

発注

16

10

4

0 2 7 12

6

発注量

費
用

保管費

保管費

発注費


